
箱館奉行所のオープン

函館の観光スポットとして，人気を集める国
指定特別史跡『五稜郭』

幕末の日米和親条約の締結による函館港
の開港に伴い，幕府が『箱館奉行所』設置し，
蝦夷地統治の中心的役割を果たしていました。
しかし，箱館戦争後の１８７１年（明治４年）に
は，札幌に開拓使本庁舎を建設するために，
多くの木材が必要なことから，五稜郭内の奉
行所をはじめとする建物の大半が解体されま
した。

日本史における幕末期から近代国家幕開け
の１ページとして欠くことのできない五稜郭の
歴史を，より理解していただける新たなスポッ
トとして，今夏，幕末に蝦夷地統治の中心的
な役割を担っていた『箱館奉行所』が，古写真，
建設当時の絵図面，文献などの史料のほか，
発掘調査のデータを基に，可能な限り，当時
と同じ材質・工法を用いて五稜郭内に復元さ
れます。

箱館奉行所

開館日：平成２２年７月２９日
開館時間：４月１日～10月31日／9:00～18:00

11月１日～３月31日／9:00～17:00

休館日：12月31日～１月３日
入場料：一般／個人500円，団体(20名以上)400円

学生・生徒・自動／個人250円，団体(20名以上)200円
小学校就学前 無料

所在地：函館市五稜郭町４４－３（特別史跡五稜郭跡内）
アクセス：市電／「五稜郭公園前」下車。徒歩１５分
建築面積：1,033.38㎡ 延床面積：979.40㎡ 最高高さ：約16.5ｍ
問い合わせ先：函館市教育委員会生涯学習部文化財課

TEL：0138-21-3456



箱館奉行所の規模

幕末の日米和親条約の締結による函館港の開港に
伴い，幕府が設置した奉行所。箱館奉行所庁舎は，公
的な役所部分と奉行の役宅となる奥向を合わせ面積
約３，０００㎡の規模を誇っていました。
復元にあたっては，古写真，建設当時の絵図面，文
献などの史料のほか，発掘調査のデータを基に，可能
な限り，当時と同じ材質・工法を用いて，全体面積約３，
０００㎡のうち，庁舎の主要部で写真撮影されている棟
を中心とした約１，０００㎡を復元しました。

箱館奉行所
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施設平面図
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展示内容
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